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部長 高橋 成子 
１ 研究主題 

    生徒指導上の問題解決に向けた取組 
 
２ 研究の概要および実際 

（１）第 1 回委員会 事業計画の立案 
    会場 胎内市立中条中学校  15:30～16:30 参加者 5 名 
 
（２）第２回委員会 

「最近の小中学生におけるネットトラブルについての研修会」 
    会場 胎内市産業文化会館  13:00~16:00  参加者 85 名 
 

① 研修「ネットトラブルによる問題行動を未然に防ぐための方策と解決方法」 
(胎内市教育委員会共催事業) 

② 講師  小野 郁夫 様（新潟市立西川中学校 教頭） 
③ 概略 
・講師による講演 

実際に起こった事例を基に、最近の小中学生を取りまく環境やネットトラブ

ルについて研修を行った。今日、インターネットは身近にあるものであり、多

くのメリットが存在する一方で、使用方法を間違えると、被害者にも加害者に

もなる可能性があることを再認識することができた。 
・グループ討議 

講演会の感想とともに、ネットトラブルから児童・生徒を守るためにやらな

くてはならないことについて９つのグループに分かれて討議を行った。「今現

在起こっている問題」「問題に対する解決策」「未然防止策」「児童・生徒への

指導方法」「保護者への説明・協力体制のありかた」という５つの視点で、担

任、学年職員、全職員がそれぞれ何をすべきか、どのような対応・働きかけを

行うことが有効か検討することができた。 
 
３ 成果と課題 

 （１）成果 
    豊富な事例を基にして、ネットトラブルの現状や対応策について学ぶことができ

た。グループ討議では、各自が抱えている問題意識を共有し、今後の指導に必要な

ことを確認し、実践へ活かすことができた。 
 
 （２）課題 
    教職員の中でのインターネットに関する知識、経験に差がある現状である。今後

増加すると思われるネットトラブルについて、未然防止のためのさらなる研修の必

要性を感じた。各校でそうした準備を進めながら、小学校低学年からの系統的な指

導ができるように、小中が連携して指導計画や体制を整えていくことが今後の課題

となることを感じた。 


